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●ツクシ（土筆） 

・つくづくし　・つくしんぼ　・筆の花 

・すぎなの子　・つぎくさ　・すぎなぼうず 

　早春、堤や畦などに生えるトクサ科の多年草です。杉
菜の子というように杉菜は根茎が地中長く伸び、そこか
ら胞子茎を出します。この胞子茎がツクシで、先端の胞
子を散布後枯れてしまいます。その後に伸びた栄養茎が
杉菜です。和名は土筆と書きますがこれは土から生えた
筆の意味です。 
　ツクシは多くの人に愛され、数多くの方言があります。
ツクシの古名はツクヅクシですが、名の由来は突き出て
いるから、子どもが茎を切ったり継いだりして遊ぶから
などいろいろです。 
　「つくつくぼうし、つくぼうし、どこを継いだか当てて
みろ」。昔遊んだわらべ歌を想い出します。 

　「ままごとの飯もおさいも土筆かな」　立子 

●オレンジ色の光に願いを込めて 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,215 （＋ 2 ） 

女…………12,900 （＋ 6 ） 

総数………25,115 （＋ 8 ） 

世帯数……・・8,850 （± 0 ） 

　　　　　　  2月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

つ  くし 

�   �   �   �   �  

つ 

な 

すぎ 

　冬の風物詩になった鹿教湯の幻想冬紀行の氷灯篭。 
 　湯坂から五台橋、文殊堂へと続く道に並べられた約200個のアイスキャ
ンドルの暖かな光は、風の冷たさを忘れさせてくれるくらい幻想的な雰囲
気を醸しだします。 
 　この点灯には一般の方も参加できるとあって、夕暮れになると「文殊の湯」
前には毎日多くの観光客や湯治客が集まります。参加されるみなさんは、
それぞれの願いや想いを込めながら蝋燭に火を灯していきます。 
 　東京から家族で温泉旅行に来たという磯部翔くんは、おじいちゃんおばあちゃんと一緒に初めて参加し、
とても楽しかったと話していました。「大きくなりますように」とお願いしながら点灯したと教えてくれた翔
くん。いっぱい点灯したから、きっといっぱい大きくなるよ！ 

きらめき 

ろうそく 

撮影場所：奥鹿教湯 

住基ネット第2次稼動開始
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行
政
行
政
の
仕
事
仕
事
を
住
民
住
民
の
視
点
視
点
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行
政
評
価
制
度

行
政
評
価
制
度
を
試
行
試
行
し
て
い
ま
す 
行
政
の
仕
事
を
住
民
の
視
点
で 

 

行
政
評
価
制
度
を
試
行
し
て
い
ま
す 

　
環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
情

報
化
の
進
展
、
町
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
、
社
会
・
経
済
環
境
そ
の
も
の
が
大
き
く

姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
12
年
4
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施

行
さ
れ
て
以
来
、
地
方
自
治
体
の
役
割
が
こ

れ
ま
で
と
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
が
進
め
る
三
位
一
体
の
改
革
で
は
、
補
助

金
の
削
減
や
交
付
税
の
見
直
し
な
ど
町
の
収

入
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
私
た
ち
自
ら

が
工
夫
し
、
お
金
（
税
金
）
を
上
手
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
行
政
の
守
備
範
囲

を
明
確
に
し
、
事
務
事
業
の
企
画
・
立
案
に

は
、「
費
用
対
効
果
」
の
視
点
を
加
え
て
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
何
を
目
的
に
、
何
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
突
き
詰
め
、
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
行
政

経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
平
成
14
年
度
に
選
定
し
た
20
施
策
を
、
昨
年
度
の
実
施
結
果
を
基
に
評
価
し

ま
し
た
。 

　
今
回
行
っ
た
な
か
で
、
利
用
者
数
や
利
用
頻
度
な
ど
の
実
態
の
把
握
が
な
さ
れ
て
い
な
い

事
業
が
あ
る
こ
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
な
け
れ
ば
そ
の
成
果
を
測

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
事
業
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
徴
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
以
下
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

評
価
結
果
（
概
要
） 

　
情
報
化
学
習
の
開
催
回
数
が
大
幅
に
減
っ

た
。 

　
ま
た
、
保
健
福
祉
課
と
連
携
し
た
障
害
者
・

高
齢
者
等
の
情
報
通
信
技
術
弱
者
に
対
す
る

支
援
、
学
校
教
育
課
と
連
携
し
た
次
世
代
を

担
う
人
材
の
育
成
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。 

情
報
通
信
環
境
の
整
備 

　
　
　
　
　 

（
情
報
化
教
育
） 
　
全
区
を
対
象
と
し
た
学
習
会
は
開
催
で
き

な
か
っ
た
が
、
上
長
瀬
・
町
組
・
下
長
瀬
区

を
対
象
と
し
た
学
習
会
の
開
催
が
で
き
た
。 

　
自
主
防
災
組
織
は
、
26
区
中
19
区
が
組
織

化
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
14
年
度
中
は
組
織

化
が
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
女
性
消
防
隊
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
組
織
化
は
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
地
域
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
見
直
し
が

必
要
。 

地
域
防
災
組
織
の
整
備 

  

（
自
主
防
災
組
織
の
細
分
化
及
び 

　
　
　  

女
性
消
防
隊
の
再
編
成
） 

　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
合
併
も
視

野
に
入
れ
検
討
し
た
が
、
見
直
し
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
防
災
マ
ッ
プ
及
び

防
災
ハ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
は
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ
る
た
め
、
発
行
し

な
か
っ
た
。 防

災
知
識
の
普
及 

  

（
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、 

　
　   

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
） 

　
積
極
的
な
宣
伝
活
動
等
を
実
施
し
て
き
た

が
、
国
内
の
社
会
情
勢
、
経
済
の
長
期
低
迷

や
観
光
の
多
様
化
、
安
価
な
海
外
旅
行
へ
と

観
光
客
が
流
れ
て
、
丸
子
温
泉
郷
の
宿
泊
者

増
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。 

観
光
入
込
客
の
誘
致 

  

（
観
光
宣
伝
活
動
の
積
極
的
展
開
） 

　
平
成
15
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
周
知
に
力
を
注
ぎ
、
懇
談

会
・
出
前
講
座
等
を
行
っ
た
が
特
に
成
果
が

な
く
、
資
源
物
の
排
出
量
に
つ
い
て
は
例
年

並
で
あ
っ
た
。
通
常
の
ご
み
に
つ
い
て
も
リ

サ
イ
ク
ル
の
呼
び
か
け
が
も
っ
と
必
要
で
あ
っ

た
。 

　
ご
み
の
排
出
総
量
に
お
い
て
は
、
分
別
収

集
開
始
か
ら
一
年
半
が
経
過
し
、
住
民
の
ご

み
出
し
の
慣
れ
、
ま
た
ご
み
減
量
の
Ｐ
Ｒ
不

足
か
ら
か
ご
み
一
人
1
日
あ
た
り
の
排
出
量

が
増
加
し
た
。 ご

み
の
減
量
化
・ 

     

再
資
源
化
対
策
の
充
実 

       

（
ご
み
の
再
資
源
化
の
推
進
と 

　
　
　
　       

排
出
総
量
の
抑
制
） 

社
会
教
育
の
振
興 

  

　
　  

（
社
会
教
育
事
業
の
充
実
） 

達
成
度

達
成
度
の
低
い
施
策
施
策 

達
成
度
の
低
い
施
策 

　
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
町
民
の
情
報

化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
情
報
化
の
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
現
実
的
な

施
策
の
展
開
と
と
も
に
、
情
報
通
信
技
術
弱

者
に
対
応
し
た
施
策
の
展
開
が
必
要
に
な
る
。 

情
報
通
信
環
境
の
整
備 

　
　
　
　
　  

（
情
報
化
教
育
） 

成
果
成
果
の
小
さ
い
施
策
施
策 

成
果
の
小
さ
い
施
策 

■
行
政
評
価
と
は
？ 

　
民
間
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
、

行
政
に
も
「
業
績
評
価
」
と
い
う
考
え
方
を

取
り
入
れ
る
も
の
で
す
。 

　
行
財
政
経
営
に
、
「
計
画
（P

lan

）」
「
実

施
（D

o

）」「
評
価
（C

heck

）」「
改
善
（Action

）」

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
（
経
営
管
理

循
環
）
を
組
み
入
れ
、
具
体
的
な
数
値
目
標

を
設
定
し
た
上
で
行
政
目
的
の
達
成
度
や
進

捗
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果
を
次
の

計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。 

  ■
な
ぜ
行
政
評
価
が
必
要
？ 

　
社
会
経
済
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か

で
、
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
「
何
の
た
め
に
」
「
何
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
」
を
明
確
に
し
、
「
ど
ん

な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
」
を
き
ち
ん
と
評
価
・

説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

                    

■
丸
子
町
に
お
け
る
行
政
評
価
導
入
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
的
は
… 

�
町
民
へ
の
説
明
責
任
の
向
上 

　
施
策
・
事
務
事
業
の
目
的
、
内
容
、
達
成

度
な
ど
を
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
に
対
す
る
説
明

責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
の
向
上
を

図
り
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
町
政
を
実
現
し
ま
す
。

ま
た
、
評
価
シ
ー
ト
の
作
成
を
通
じ
て
、
職

員
が
施
策
や
事
務
事
業
の
目
的
、
そ
の
意
図

す
る
成
果
や
到
達
点
を
明
確
に
把
握
し
、
住

民
お
よ
び
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
ま
す
。 

 

�
成
果
重
視
の
行
政
運
営
へ
の
転
換 

　
事
業
量
や
活
動
量
の
大
小
や
多
少
に
偏
り

し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
営
を
、

住
民
か
ら
見
た
成
果
や
客
観
的
な
水
準
の
向

上
を
重
視
す
る
「
成
果
重
視
型
」
の
行
政
経

営
に
転
換
し
て
い
く
た
め
に
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
成
果
の
あ
が
ら
な
い
施
策
や
、
施
策

の
目
的
に
貢
献
し
な
い
事
務
事
業
な
ど
を
は
っ

き
り
区
別
し
、
そ
の
対
応
策
を
講
じ
て
い
き

ま
す
。 

 

�
第
五
次
丸
子
町
振
興
計
画
・
後
期
基
本
計

画
の
進
行
管
理 

　
行
政
評
価
が
持
つC

heck-A
ction

の
プ
ロ

セ
ス
を
後
期
基
本
計
画
の
進
行
管
理
に
応
用

す
る
こ
と
で
、
平
成
18
年
度
を
目
標
年
度
と

す
る
振
興
計
画
の
着
実
な
実
現
を
確
保
し
、

目
標
達
成
に
向
け
た
事
業
の
選
択
や
見
直
し
、

さ
ら
に
目
標
設
定
そ
の
も
の
の
見
直
し
に
関

わ
る
情
報
を
広
く
提
供
・
公
開
し
て
い
き
ま

す
。 

※
公
表
し
た
評
価
結
果
（
制
度
）
に
つ
い
て

は
、
住
民
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

町
政
運
営
に
反
映
す
る
な
ど
、
住
民
と
行
政

と
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
体
制
を
確
立
し
ま
す
。 

町内生活交通網の整備 

情報通信環境の整備 

 

公共下水道 

公共下水道 

上水道の安定供給 

地域防災組織の整備 

防災知識の普及 

 

 

 

観光入込客の誘致 

保健予防の充実 

社会教育の振興 

学校施設の整備・充実 

学校給食の充実 

同和対策事業 

広報・広聴体制の充実 

健全な財政運営 

健全な財政運営 

渋滞解消や快適な交通体系の整備 

情報化教育の推進 

都市公園施設の充実と快適空間の提供 

公共下水道の整備 

特定環境保全公共下水道の整備 

水量と水質の確保 

自主防災組織の細分化及び女性消防隊の再編成 

防災マップの作成、地域防災計画の見直し 

ごみの再資源化の推進 

ごみ排出の総量抑制 

中核農家の人材育成、就農者の確保・育成 

観光宣伝活動の積極的展開 

母子保健事業の充実 

社会教育事業の充実 

学校施設の充実 

学校給食の充実 

隣保館活動の推進 

広報・広聴活動の充実 

財政の健全性保持と効率的執行 

課税客体の完全把握 

土木課 

企画課 

都市整備課 

下水道課 

下水道課 

水道課 

消防防災課 

消防防災課 

生活課 

生活課 

農林課 

商工観光課 

保健福祉課 

社会教育課 

学校教育課 

学校教育課 

同和対策課 

企画課 

総務課 

税務課 

担当課 サブ施策 

平成14年度評価対象施策 

基本施策 

都市公園施設の充実と 
快適空間の提供 

ごみの減量化・再資源 
化対策の充実 
ごみの減量化・再資源 
化対策の充実 
農業を担う多様な担い 
手の育成 

�住民へのわかりやすい情報提供 
�より効率的・効果的な行政運営 

政策 

施策 

事務事業 

action

do

plan

check
客観的な評価・検証客観的な評価・検証 

check
客観的な評価・検証 

行政活動 

�住民にとっての成果は何か。 
�当初期待したとおりの成果はあがっているか。 
�成果があがらない原因はどこにあるのか。など 

視
点 

行政評価制度のねらい 

� 
　
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
設
に
つ
い
て

は
、
要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
7
講
座
を
設
定

し
た
が
、
1
講
座
は
申
込
者
が
少
な
く
開
設

で
き
な
か
っ
た
。
定
員
の
充
足
率
に
関
し

て
も
対
前
年
を
下
回
っ
た
。 
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■
な
に
を
評
価
す
る
の
？ 

　
行
政
の
目
的
・
手
段
は
、
上
位
か
ら
「
政

策
」
「
施
策
」
「
事
務
事
業
」
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
は
最
も
細
分
化
さ
れ
た

「
事
務
事
業
」
か
ら
評
価
し
て
い
く
方
法
が

有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
労
力
と

時
間
が
必
要
と
な
り
、「
行
政
の
役
割
は
何
か
」

と
い
う
本
来
の
目
的
を
見
失
い
が
ち
で
す
。 

　
そ
こ
で
当
町
で
は
、
平
成
13
年
度
に
策
定

し
た
第
5
次
丸
子
町
振
興
計
画
後
期
基
本
計

画
の
中
の
事
務
事
業
を
分
野
別
に
包
括
す
る

「
施
策
」
の
評
価
を
試
行
し
て
い
ま
す
。 

              

■
ど
う
や
っ
て
評
価
す
る
の
？ 

　
行
政
活
動
を
客
観
的
な
視
点
で
評
価
す
る

た
め
、
住
民
と
行
政
に
共
通
し
た
新
し
い
評

価
の
視
点
「
共
通
の
”も
の
さ
し
（
基
準
）
“」

を
設
定
し
ま
す
。
「
施
策
指
標
（
具
体
的
な

数
値
目
標
）」
と
「
達
成
度
・
成
果
・
貢
献
度
」

と
い
っ
た
評
価
の
視
点
を
こ
の
”も
の
さ
し
“と

し
て
設
定
し
、
「
住
民
に
と
っ
て
の
成
果
は

何
か
」
「
当
初
期
待
し
た
と
お
り
の
成
果
は

あ
が
っ
て
い
る
か
」
「
成
果
が
あ
が
ら
な
い

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
」
な
ど
を
、
評
価

シ
ー
ト
を
作
成
し
た
う
え
で
確
認
・
評
価
し

て
い
き
ま
す
。 

　
公
園
利
用
の
実
態
の
把
握
（
年
齢
層
、
遊

具
・
ト
イ
レ
・
休
憩
施
設
の
利
用
実
態
）。 

都
市
公
園
施
設
の
充
実
と 

　
　
　
快
適
空
間
の
提
供 

（
都
市
公
園
施
設
の
充
実
と 

　
　
　
　
　 

快
適
空
間
の
提
供
） 

　
丸
子
中
央
小
学
校
の
耐
震
化
の
未
実
施
。 

学
校
施
設
の
整
備
・
充
実 

　
　
　
　    

（
学
校
施
設
の
充
実
） 

　
社
会
環
境
の
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
補
助
金
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。 

健
全
な
財
政
運
営 

（
財
政
の
健
全
性
保
持
と 

　
　
　
　
　
　
　
効
率
的
執
行
）
　 

《
指
標
名
》
学
校
給
食
に
満
足
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
の
割
合 

目
標
値
の
設
定
な
し
↓
80
％ 

﹇
理
由
﹈
満
足
度
の
把
握
を
行
い
、

こ
れ
に
対
す
る
数
値
目
標
を
設

定
す
る
。 

　
こ
の
ほ
か
に
も
施
策
の
評
価
・
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

U
RL  http://w

w
w
.m
aruko-tow

n.ne.jp/ 
     yakuba/keikaku/hyouka/index.htm

 
＊
平
成
15
年
度
の
評
価
対
象
施
策
に
つ
い
て

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
… 

　
丸
子
町
役
場
　
企
画
課
　
企
画
係 

　
電
話
42
―
1
0
4
1  
有
線
2
―
4
5
1
0
 

　E-m
ail:kikaku@

m
aruko-tow

n.ne.jp

学
校
給
食
の
充
実 

　
　
　
　
　（
学
校
給
食
の
充
実
）
　 

《
指
標
名
》
水
道
法
に
基
づ
く
毎
日
検
査
箇

所
数 

設
定
な
し
↓
4
箇
所 

﹇
理
由
﹈
数
値
目
標
の
設
定
が

無
か
っ
た
の
で
、
必
要
な
箇
所

数
と
し
た
。 

上
水
道
の
安
定
供
給 

　
　
　    
（
水
量
と
水
質
の
確
保
）
　 

保
健
予
防
の
充
実 

　
　
　（
母
子
保
健
事
業
の
充
実
）
　 

　
町
内
6
地
区
に
営
農
活
性
化
委
員
会
を
設

立
し
た
が
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
は
活
発
化

し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。 

農
業
を
担
う 

　
多
様
な
担
い
手
の
育
成 

（
中
核
農
家
の
人
材
育
成
、 

　
　
　  

就
農
者
の
確
保
・
育
成
） 

　
内
村
ダ
ム
湖
の
原
水
の
水
質
が
悪
い
こ
と

か
ら
、
鹿
教
湯
浄
水
場
水
系
の
ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン
が
基
準
値
オ
ー
バ
ー
、
も
し
く
は
基
準

値
の
10
％
以
上
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た

老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
施
設
が
多
く
、
こ
れ
ら

の
故
障
が
発
生
し
て
い
る
。 

上
水
道
の
安
定
供
給 

　
　
　
　（
水
量
と
水
質
の
確
保
） 

新
た
な
課
題
課
題
の
発
現
発
現 
新
た
な
課
題
の
発
現 

基
本
計
画
数
値
目
標

基
本
計
画
数
値
目
標 

　
　
設
定

　
　
設
定
の
見
直
見
直
し 
基
本
計
画
数
値
目
標 

　
　
設
定
の
見
直
し 

《
指
標
名
》
育
児
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
数 

2
5
0
人
↓
参
加
者
の
満
足
度

を
諮
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る 

﹇
理
由
﹈
年
間
出
生
数
が
減
少

し
て
い
る
の
で
、
参
加
者
数
よ

り
参
加
者
の
満
足
度
を
重
視
す

る
。 

《
指
標
名
》
乳
幼
児
健
診
受
診
者
数 

1,
0
6
0
人
↓
受
診
率
94
％ 

﹇
理
由
﹈
年
間
出
生
数
が
減
少

し
て
い
る
の
で
、
対
象
者
も
減

少
す
る
た
め
受
診
率
の
ほ
う
が

評
価
指
標
に
な
り
や
す
い
。 

目的 

手段 

行政活動の階層構造 

事務事業 

行政の 
基本的な方針 

政策を実現するための 
具体的な方策・対策 

施策を実現するための個々の行政手段 

政策 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

施策 

（
当
面
の
評
価
対
象
） 

MILK
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【
問
】
電
話 

42
―

3
2
4
7
　
有
線 

2
―

4
5
1
0

市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 
市
町
村  

合
併
対
策
室
だ
よ
り 

　
会
場
か
ら
は
、「
町
の
資
料
も
あ

る
が
、
財
政
面
で
の
理
解
が
難
し
く

判
断
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
合

併
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
依

田
窪
で
の
協
議
が
で
き
な
い
か
」「
小

さ
な
単
位
で
の
懇
談
会
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
」「
枠
組
み
を
考
え
る
と
き
、

財
政
・
高
齢
化
へ
の
対
応
、
ど
う
い

う
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の
か
と
い
う

視
点
が
大
切
だ
」「
経
済
低
迷
・
少

子
高
齢
化
な
ど
考
え
れ
ば
、
い
ず
れ

広
域
的
な
合
併
は
必
要
だ
。
後
か
ら

で
は
遅
い
の
で
は
な
い
か
」「
民
間

に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
は
任
せ
る
べ
き

だ
」「
苦
し
く
と
も
、
単
独
で
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う
か
」「
上

田
市
と
合
併
す
る
と
、
町
民
に
と
っ

て
は
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、

終
了
予
定
時
刻
を
延
長
し
て
対
話
が

続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
市
町
村
合
併
の
問
題
は
、
決
し
て

「
ひ
と
ご
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、

考
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
合
併
対
策
室
で
は
皆
さ
ま
か
ら
の

要
望
に
応
じ
て
、
出
前
講
座
に
伺
い

ま
す
。 

　
２
月
３
日
の
夜
、
丸
子
町
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
で
丸
子
町
区
長
会

と
町
の
主
催
、
丸
子
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、「
私

は
こ
う
考
え
る
！
市
町
村
合
併
討

論
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
堀
内
憲
明
丸

子
町
長
、
片
桐
久
丸
子
町
議
会
議

長
、「
同
一
請
求
の
会
」
代
表
の

滝
澤
幸
雄
さ
ん
、「
丸

子
町
の
合
併
を
考
え
る

会
」
代
表
の
金
井
浩
正

さ
ん
の
４
人
。
司
会
は

久
田
元
志
さ
ん
（
町
組

区
長
）
と
田
中
晃
子
さ

ん
（
丸
子
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
々
長
）
が

務
め
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
各
パ
ネ
リ
ス

ト
か
ら
合
併
に
関
す
る

持
論
を
訴
え
て
も
ら
い
、

そ
の
後
、
会
場
か
ら
も

発
言
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　合併するかどうか最後に決めるのは議会。議
員として、“ため息まで聞き漏らさない”くら
いに町民の声に耳を傾け、
研究を重ね、勇気をもっ
て判断したい。 

　これまでの歴史や文化が重要なのは言うまで
もない。これからのまちづくりを考えるならば、

今の生活を冷静に見つめ、
将来に向け変わっていく一
歩を踏み出す勇気が必要だ。 

　県内では自立を検討し
ている町村もあり、合併
相手の財政状況をよく見
極め、慎重に対応しても
らいたい。 

　依田窪四町村は歴史的に
つながりを持っている。四
町村が合併してできる3万数
千人の規模は、民主主義が

育つには最適な規模だ。 

堀内憲明  丸子町長 片桐 久  丸子町議会議長 

「同一請求の会」代表　滝澤幸雄さん 「丸子町の合併を考える会」代表　金井浩正さん 

市町村合併 
あなたは  

どう考えますか？ 

市町村合併 
あなたは 

どう考えますか？ 
225人が集まったが集まった「私はこう「私はこう考える！市町村合併討論会」 225人が集まった「私はこう考える！市町村合併討論会」 
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■障害者福祉（支援費制度）・福祉医療・児童手

当・母子父子などに関するご相談は 
福祉係（2階 福祉センター） 
電話  42-1118　有線  2-4474　FAX  42-1121 

□介護保険・高齢者福祉に関するご相談は 
介護係・在宅介護支援センター（2階 福祉センター） 
電話  42-0015　有線  2-7652または2-4583 
FAX  42-1121 

□健康・子育てに関するご相談は 
健康係（1階 保健センター） 
電話  42-1117　有線  2-4544または2-4483 
FAX  42-1120 
 メールアドレス  hohuku@maruko-town.ne.jp

消
防
署 

駐車場 

丸子ふれあいステーション 

役
場 

保健センター 
（1階） 

福祉センター 
（2階） 

通
路 

入口 

入口 

至武石 

至大屋 

保健福祉課（丸子ふれあいステーション内） 
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　根岸武子さんは、高齢者や子どもの食生活改善を通じて、

地域での健康づくりに取り組む「在宅栄養士」として15年

以上活動しています。ふれあいステーションの調理室で開

講している様々な料理教室の講師をしていただいています

が、その中でも男性の自立を目的にした「男性クッキング」

は始めてから4年ほどたち、参加者の表情が変わってきた

ことがとてもうれしいといいます。 

　男性クッキングは、全く包丁に触ったことがない方や料

理に抵抗がある方などを対象とする入門編と、入門編を卒

業した方の実践編があります。「実践編は、入門編に参加

した人たちからもっと教室を続けたいと要望があり作りま

した。みなさん勉強熱心だし、好奇心旺盛なんです。私も

勉強になります」。男性は料理経験の少ない方が多いので、

基本的な質問が多いですが、調味料のはかり方などはとて

も丁寧だといいます。教室をやっていて包丁で指を切った

男性はいないそうです。 

　料理教室の前半は、保健センターの管理栄養士や保健師

による健康についての学習会があります。血圧や血管など

の健康管理と食物の関係を勉強することによって食への意

識が高まり、男性には好評です。「参加している方は、す

ぐに仲間ができて料理の楽しみを感じているようです。自

分の畑で採れた野菜を持ってきてくれて、それを使った献

立を立てたりもします。参加者にはとにかく途中でやめな

いで続けて欲しいですね」と話します。 ≪次回へつづく≫ 

塩川　根岸 武子さん 

みんなで話 
そ 
う 

地域で輪 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

人の和 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

健康と 
福祉の 
ページ 

� 

安心して 
子どもを生み育てられる 
環境づくりをめざして 

　
町
で
は
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
ひ
と
り

親
家
庭
や
寡
婦
（
※
）
の
み
な
さ
ん
の
い

ろ
い
ろ
な
悩
み
事
や
心
配
事
、
女
性
の
悩
み
、

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
聞
き
し
て

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

　
相
談
窓
口
は
、
各
地
区
の
民
生
児
童
委

員
さ
ん
や
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係
、
小

県
福
祉
事
務
所
（
左
記
参
照
）
な
ど
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
個
人

の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

  ※
こ
の
場
合
の
「
寡
婦
」
は
、
か
つ
て
母

子
家
庭
と
し
て
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
た
こ
と
の
あ
る
方
を
い
い
ま
す
。 

　
両
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳
に
達
し
た

年
の
年
度
末
ま
で
児
童
を
監
護
（
監
督
・

保
護
）
し
て
い
る
母
親
や
、
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
す
。 

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童 

�
父
が
死
亡
し
た
児
童 

�
父
が
重
度
の
障
害
を
持
つ
児
童 

�
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童 

�
父
か
ら
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
（
保

護
義
務
を
怠
る
）
さ
れ
て
い
る
児
童 

�
父
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童 

�
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童 

�
そ
の
他 

  　
な
お
、
公
的
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る

場
合
や
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
5
年

を
経
過
し
て
も
請
求
が
な
っ
た
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
で
次
の
場
合
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉
係

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
当
の
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
て
か
ら
も
給
付
を
受

け
て
い
る
と
、
そ
の
期
間
の
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 
  

�
母
が
結
婚
し
た
と
き
（
婚
姻
届
を
出
さ

な
く
て
も
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
な
っ

た
場
合
も
含
み
ま
す
） 

�
現
在
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
養
育
、
監

護
を
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
児
童
が
父

に
引
き
取
ら
れ
た
と
き
や
児
童
の
死
亡
、

行
方
不
明
な
ど
） 

�
現
在
扶
養
し
て
い
る
児
童
が
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
た
と
き
（
母
子
生

活
支
援
施
設
、
通
所
施
設
は
除
き
ま
す
）、

ま
た
は
里
親
に
預
け
ら
れ
た
と
き 

�
あ
な
た
が
公
的
年
金
（
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
、
共
済
年
金
、
恩
給
、
労
働
者

災
害
保
険
法
に
基
づ
く
年
金
な
ど
）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き 

�
遺
棄
に
よ
っ
て
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

児
童
の
父
か
ら
連
絡
、
訪
問
、
送
金
な

ど
が
あ
っ
た
と
き 

�
拘
禁
に
よ
っ
て
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

児
童
の
父
が
そ
の
状
態
を
解
除
さ
れ
た

と
き 

�
そ
の
他
受
給
資
格
要
件
に
あ
て
は
ま
ら

な
く
な
っ
た
と
き 

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら 

児
童
扶
養
手
当
と
は 

今
回
は「
児
童
扶
養
手
当
」に
つ
い
て 

ご
紹
介
し
ま
す
。 

主な 
福祉制度 

小県福祉事務所 
〒386-8555 
上田市材木町1-2-6 
（上田合同庁舎内3階） 
電話0268-25-7123

●生活全般の問題解決の
お手伝いやハローワークと
連携した就業への支援など 

困ったときの 
相談はこちらへ 

医療費の給付、児童手当の支給、母子寡婦福祉資金の貸付、公営住宅への優先入居な
ど、この他にもさまざまな福祉制度があります。ご相談ください。 

～ひとり親家庭の福祉の向上に関するお知らせ～ 

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の 

　
　
　
　
　     

生
活
支
援 

か
　  

ふ 

じ
　  

ど 

う    

ふ      

よ 

う     

て     

あ 

て 

区　分 

全部支給の場合 

一部支給の場合 
所得に応じ 

41,990～10,000円 

3,000円加算 5,000円加算 

42,000円 

支給月額 

児童加算額 

第2子 
第3子以降 
1人につき 

二人のお孫さんと過ごす一日はあっという間と話す根岸さん 
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「
資
源
有
効
利
用
促
進
法
」
に
基
づ
く
、
パ

ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
が
昨
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
10
月
1
日
以
降
、

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
「
資
源

有
効
利
用
促
進
法
」
に
基
づ
い
て
、
メ
ー
カ
ー

が
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
丸
子
町
で
は
、
今
ま
で
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
を

便
宜
的
に
収
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
メ
ー
カ
ー

の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
た
め
、
16

年
4
月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
収
集
を
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
メ
ー
カ
ー
の

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
が
有
効
に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 

�パソコンが不要になったら、メーカーのリサイクル受付窓口に
電話等で回収を申し込みます。 
　　　　　　　　　　　　▼ 
�メーカーはあなたの最寄りの郵便局に回収を指示し、「ゆう
パック伝票」を送付します。 
　　　　　　　　　　　　▼ 
�「ゆうパック伝票」が送付されたら、輸送途中で破損・飛散し
ない程度にパソコンを梱包し、この「ゆうパック伝票」を貼付し
て直接郵便局に持ち込むか、戸口回収を依頼します。 
　　　　　　　　　　　　▼ 
�郵便局は、集めた不要パソコンを各パソコンメーカーの再資
源化センターに配送し、センターにおいてリサイクルされます。 

リサイクルの手順 

リサイクル料金 

　メーカーの問い合わせ先についてはホームページ（http://www.pc3r.jp/home.html）、 
または役場生活課環境係（�42-1054　有線2-4490）へお問い合わせください。 

４月から 
不要になった 
家庭用パソコンの収集はしません 

４月から 
不要になった 
家庭用パソコンの収集はしません 

　プリンターやスキャナなどの周辺機器、ワープロ専用機はこの
リサイクルの対象外です。メーカーで引き取られない自作パソコ

ンなどについてはお問い合わせください。 
　なお、平成15年10月以降にメーカーで発売さ
れたパソコンには、「PCリサイクルマーク」が付いています（左図）。このマークが付いたパソコンは購入時にリ
サイクル料金を負担しているので、廃棄時のリサイクル料金の支払いは不要です。 

パソコンユーザー 

メーカーの 
リサイクル 
受付窓口 

郵便局 

パソコンメーカーの 
再資源化センター 

①メーカーに回
収を申し込む ③パソコンを梱包し郵便局へ

持ち込み、または集荷を依頼 

②ユーザー
の最寄りの
郵便局に回
収を指示 

④再資源化センターへ
配送し、リサイクルへ 

デスクトップパソコン ノートパソコン 液晶ディスプレイ 
（一体型含む） 

CRTディスプレイ 
（一体型含む） 

3000円（税別） 4000円（税別） 

� 

　町では環境にやさしい活動として、リサイクルの推進やご

み排出量の削減、地球温暖化ガスの排出抑制などさまざまな

取り組みを実施しています。こうしたなか、丸子中学校3年

1組の生徒のみなさんからごみ減量や省エネなど、環境活動

に対するさまざま提案をいただきました。 

　今回、そのなかのひとつをみなさんにご紹介いたします。 

スーパーなどで買い物をする時、レジ袋を使わず
に家庭で買い物袋を持参する。そうすれば、レジ
袋に使われる石油を節約できる！（レジ袋は「ム
ダの象徴」と言われ、リサイクルもしにくい） 

方  法 

� 
袋1枚あたり原油20.6�使う 
 　　　　　　　↓ 
 年間国内流通量280億枚を原油にすると 
 　　　　　　　↓ 

 
  
1年間でこんなにムダにしている。 
 ちなみに、日本の１年あたりの原油輸入量は 
2,190億313万9,000�。 

この方法でこんな効果が！ 

� 
�まず、自分たちから買い物袋を持参して買い物
をする。 

�周りの人たちに呼びかける。 
�「レジ袋ゼロ」の呼びかけのポスターを作り、
町のいろいろな場所に貼る。 

私たちが行うこと 

� 
�スーパーなどにレジ袋を配るのをやめていただく。 
�町からも呼びかけをしていただく。 
�私たちの作ったポスターを貼らせていただきたい。 
�住民の人たちが取り組みやすい、意識しやすい
ために、町で作っているトイレットペーパーに「レ
ジ袋ゼロ」の文字を入れていただく（トイレッ
トペーパーを作っていたら）。 

丸子町にお願いしたいこと 

� 
�住民が取り組みにくくはないか？ 
�住民が本当に意識ができるのか？ 
　　　　 　▼ 
 �について考えたこと 
 　いきなり「毎日レジ袋はなし！」とはせずに、
最初は月１回から始めてみる。 

 �については、�・�の内容を実行すればいいと
思う。 

課  題 

　この考えで大事なことは、レジ袋ゼロ運動をしていき、
レジ袋の製造をやめるということです。ある地域では、買
い物の時にレジ袋が必要な人はお金を払うようにしている
ようですが、それではレジ袋はすでに作られてしまってい
る＝石油がすでにムダに使われてしまっています。最後に
はゴミになってしまうレジ袋に、限りある石油を使うほどもっ
たいないことはありません。 

 5億7,680万� 

  丸子町のスーパー５軒で考えると… 
 町内のあるスーパー＝１年間で12万枚 
　　    ⇒５軒で60万枚消費されるとすると 
 
  
 　スーパーだけでなく、コンビ二やその他
の店でもレジ袋をゼロにすれば、より多くの
石油が節約できる！さらにレジ袋の値段は１
枚2～5円なので、約300万円が節約できる！！ 

約12,360� 
 

も
し 

５
軒
の
ス
ー
パ
ー
で 

レ
ジ
袋
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
、 

こ
れ
だ
け
の
石
油
が 

節
約
で
き
る
！ 

Ｎ
Ｏ
レ
ジ
袋
デ
ー
に
買

い
物
袋
を
持
参
し
た
人

に
は
、
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
い
く
な
ど
の
特
典

を
つ
け
て
い
く
！！
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ー 
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[提案者]　池田　愛理 
河野真奈花 
鈴木　　薫 

べ
ん  

ぎ 
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平成14年度の差押え  22件  654万円 平成14年度の差押え  22件  654万円 
　
最
近
、社
会
保
険
事
務
所
や
社
会
保
険
関
係
団
体
の
職
員
を

装
い
、年
金
受
給
者
や
被
保
険
者
及
び
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、 

◆「
年
金
の
払
い
過
ぎ
が
あ
っ
た
の
で
、指
定
の
銀
行
口
座
に
振
り

込
む
よ
う
に
。振
り
込
ま
な
い
場
合
、次
回
の
年
金
支
払
い
を
停

止
す
る
」と
言
っ
た
電
話 

◆「
医
療
費
の
払
い
戻
し
や
社
会
保
険
の
手
続
き
の
た
め
手
数

料
が
必
要
」と
訪
問
す
る 

◆
社
会
保
険
庁
の
関
係
団
体
と
偽
り
、手
紙
で
年
金
の
返
還
を

求
め
る 

と
い
っ
た
事
例
が
あ
り
、実
際
に
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
社
会
保
険
庁（
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）、社
会
保
険
事
務

局
、社
会
保
険
事
務
所
で
は
、指
定
口
座
に
現
金
の
振
り
込
み
を

依
頼
し
た
り
、社
会
保
険
の
た
め
の
手
数
料
と
称
し
て
現
金
を

徴
収
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、他
の
団
体
に
年
金
返
還
の
手
続
き
を
委
託
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
相
手
に
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、

そ
の
人
物
の
特
徴
や
言
動
な
ど
の
情
報
を
お
近
く
の
社
会
保
険

事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、社
会
保
険
事
務
所
職
員
、国
民
年
金
推
進
員
は
必
ず

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。 

免除・ 
特例期間は 

免
除
と
特
例 

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
時
に
、
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
「
免
除
制
度
」、
学
生
で
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。 

  

年
金
の
計
算 

　
し
か
し
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
を
す
る
際
、

保
険
料
を
納
め
た
時
の
三
分
の
一
（
半
額
免
除
は
三
分
の
二
）
の
計
算
と

な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
に
は
な

り
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。 

  「
追
納
」
制
度 

　
そ
こ
で
、
保
険
料
を
免
除
あ
る
い
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
分
を
、
十
年

間
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
」
制
度
が
あ
り
ま

す
。 

  

二
つ
の
ル
ー
ル 

　
追
納
に
は
、
原
則
と
し
て
二
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。 

�
免
除
さ
れ
た
期
間
の
古
い
順
に
納
め
ま
す
（
学
生
納
付
特
例
の
期
間
が

あ
る
時
は
、
そ
の
期
間
が
優
先
し
ま
す
）
。 

�
免
除
等
を
受
け
た
年
度
か
ら
三
年
度
以
上
経
過
し
た
期
間
（
例
：
平
成

十
二
年
度
以
前
の
期
間
の
分
を
平
成
十
五
年
度
に
納
め
る
場
合
）
の
保

険
料
に
は
、
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。 

　
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

が
で
き
た
ら 

ゆ
と
ゆ
と
り 

ゆ
と
り 

し
ま
し
ょ
う 

追
納
追
納 

追
納 

参　　考 

社会保険庁ホームページ 
http//www.sia.go.jp

国保税を滞納すると 
どうなるの？ 
国保税を滞納すると 
どうなるの？ 

国保税は、国保制度を運営するための重要な財源です。納めている人と、

納めていない人の不公平を許さないためにも、特別の理由もなく国保税を

滞納した場合には、次のような厳しい措置がとられます。 

　特別な事情により国保税の納付が困難なときは、申
請または相談により、国保税の減額や分割納付が認め
られることがあります。滞納のままにせず、お早めに
役場税務課収納係へご相談ください。 

国保税って 

結構負担が大きいけど、 

納めないと 

どうなるのかな… 

国保税を 

納めないと、 

こんな大変なことに 

なるんだね！ 

納付が困難なときは… 

国保税の納付は 
　　　   カンタン便利な口座振替に！！ 

�督促を受けたり、延滞金が加算される場合があります。 
�保険証の有効期間が短くなります（通常よりも有効期間の短い「短期
被保険者証」が交付されます）。 

▼▼納期限から1年たっても滞納が続いていると…▼▼ 
�保険証を町の国保に返すことになります。代わりに「被保険者資格証
明書」が交付されます。この場合、医療費はいったん全額自己負担と
なります。 

▼▼さらに納期限から1年6か月が経過すると…▼▼ 
�保険給付の全部または一部を差し止めます。 
�保険給付（療養費、高額療養費、出産育児一時
金、葬祭費など）を滞納国保税にあてます。 

�この他にも財産（土地、預貯金、生命保険、給
与等）の差押えなど、厳しい処分が行われます。 

お問い合わせは　丸子町役場　税務課　収納係　　　電話 42－1028　有線 2－4543 
 　　　　　　　　　　　　　　生活課　国保年金係　電話 42－1053　有線 2－4493

平成14年度 
滞納処分（差押え）の状況 

差 押 え 物 件 

電話債権（加入権） 

預 貯 金  

国 税 還 付 金 等  

　 合 　 　 計 　  

件数 

2 

6 

14 

22

・納税通知書 

・預金通帳 

・印かん（通帳届け出印） 

・申込用紙（用紙は納税通知書についています） 

申し込み方法 

こ
れ
ら
を
持
っ
て 

役場税務課の窓口か金融機

関で手続きをしてください。 

口座振替の申し込み 

【
問
】丸
子
町
役
場
生
活
課
国
保
年
金
係
　
�
42
―
1
0
5
3
　
有
線
2
―
4
4
9
3
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学校環
境緑化

の部 

間伐の部 

丸子実高男子バレー部が『春高バレー』に初出場！ 

4月からよろしくね！ 
　1月22日、西内小学校で1年生と西内保育園児の交流かる
た会がありました。 
　この交流会は学校の雰囲気に馴染んでもらい、1年生のお
にいさん、おねえさんと仲良くなることを目的に毎年開催
しているもので、この日は、今年4月に入学する園児21人
の内19人が西内小学校を訪れました。 
　最初は少し遠慮がちだった子どもたちも、歌の交換に自
己紹介、かるたとりと進むうちに次第にうちとけ、最後は
みんなで手をつなぎ「一年生になったら」を合唱。お別れ
のあいさつでは、「4月にみんなが来るのを楽しみにしてい
ます」と1年生が園児たちに言葉を贈っていました。 

鬼は外！園長はどこ？ 
　2月3日の節分の日、町内の各保育園・幼稚園に鬼が出没しました。 
　長瀬保育園では、虎のパンツに金棒を持った赤鬼が入り口のドア
を激しく叩いて現れ、園児たちを脅して回りました。突然現れた鬼
の姿にちょっと驚いた様子の園児たち。中には泣き出すお友達もい
ましたが、「鬼は外！福は内！」と元気よく豆を投げて、みんなで
鬼を追い出しました。この日に鬼が現れることを予想していた子供
たちは、自分で作った鬼のお面や帽子をかぶって待ち構えていたの
です。 
　園児たちの元気に負けた赤鬼は、園長室の方へすごすごと逃げ帰
っていきました。 

長野県林業関係 
　 コンクールにて表彰 
長野県林業関係 
　 コンクールにて表彰 
　1月19日に県庁講堂において、積極的な環境緑化・林業経営に取り組ん
でいる者（団体）に贈られる長野県林業関係コンクールの表彰式が行なわれ、
丸子北中学校並びに下丸子共有山林組合が各賞を受賞されました。 

　丸子北中学校では、平成5年から依田川河川敷にコスモスの栽培
を始めました。その後の増水でコスモスが流された事を機に、生徒
会や教職員で検討し、依田川堤防上や校舎周辺、地区の公民館など
にコスモス栽培を拡大。今ではコスモス委員会も設置され、本校の
シンボルとして11年間にわたり生徒と教職員が協力しながらコスモ
ス栽培に取り組んでいます。更に各自治会等と相談しながら、PTA
と連携し地域住民と共に環境緑化の大切さを学ぶ活動をしています。 
　また、ゴミ拾いや空き缶拾いなどの環境美化活動も行ない、缶拾
いにより得た資金で町内４つの老人福祉施設に緑化木を贈るなど、
長年にわたり環境緑化活動に取り組み、今後の活動も期待されます。 

　下丸子共有山林組合は箱畳工業団地北側斜面を中心に、カラマツ・
アカマツを主体とした約42ヘクタールの森林を管理しています。
共有山林組合では、現在の山林経営の厳しいなか、多面的な機能
を持つ森林を荒廃させることなく次世代に引き継ぐために、戦後
の植林から始まり、現在に至るまで下刈・除間伐等の手入れを毎
年欠かさず、長年にわたり実施してきました。 
　今後も森林組合との連携による間伐等の手入れが継続して行われ、
長年にわたって育てた山林を将来も荒廃させることがないよう、
健全な森林づくりが期待されています。 

丸子北中学校 
『長野県知事賞』を受賞 

下丸子共有山林組合 
『長野県林業改良普及協会長賞』を受賞 

　2月8日に行われたバレーボールの第35回全国高校選抜優勝大会長野県大会決勝において丸子実業高等学校
男子バレー部が初優勝を飾り、2月10日、監督や選手たちがその報告に役場へ訪れました。 
　実高の男子バレー部は近年、県内でも屈指の実力を有していましたが、ここ数年はあと一歩というところ
で優勝を逃してきました。昨年の夏に結成した今回のチームは、サーブやレシーブなど基本プレーを強化。
その結果、12月の北信越新人大会に見事優勝し、特に昨年全国優勝した岡谷工業高校を決勝で破ったことは、
選手たちにとって大きな自信になったといいます。 

　「決して弱いチームでは
ない。全国に出て行っても
（他校と比べて）遜色のな
いチーム」と宮坂監督。主
将の小野沢君も「この結果
に満足せず、優勝目指して
がんばりたい。長野は岡谷
工だけじゃないことを全国
に示したい」と力強く抱負
を語りました。 
　選手たちは、前回優勝し
推薦出場が決まっている岡
谷工とともに、3月20日か
ら東京の代々木体育館で開
かれる全国大会に県代表と
して出場し、全国の頂点を
目指します。 

そんしょく 
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短 信 2月 

予 定 3月 
乳幼児健康診査（健康係） 

�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

3月5日（金） 
3月19日（金） 
3月12日（金） 
3月9日（火） 
3月16日（火） 

平成15年10月7日～11月5日生 
平成15年5月生 
平成14年9月生 
平成14年2月生 
平成13年2月生 

実施日 時　間 場　所 
3月17日（水） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

  3日 市町村合併討論会 
  6日　企業人権教育連絡会30周年記念式典 
13日　マリコワインセミナー 
15日　丸子町消防音楽隊定期演奏会 
16日　所得税確定申告開始 
22日　ボランティア定期交流会 

  1日　春の火災予防運動（～7日） 
17日　中学校卒業式 
18日　小学校卒業式 
26日　保育園・幼稚園卒園式 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

「電話加入権」を公売します 

　県税の滞納処分による電話加入権の公売を行います。 
　市価よりも安く取得できますので、進学、就職、転勤などで電話が必要な方はご連絡ください。 
【日時】平成16年3月11日（木）午後1時30分～ 
【場所】上田合同庁舎3階302会議室（材木町1-2-6） 
【方法】競争入札 
【本数】数本 
【入札参加者】印鑑持参のうえ買受人（本人）がお越しください。なお、代理人の場合は、本
人自筆の委任状と代理人の印鑑が必要になります。 
【問】上小地方事務所税務課収税第一係　�0268-25-7118

ごみ減量モニターを募集しています 

　丸子町では、ごみ減量に向けてさまざまな取り組みを実施しているところですが、各家庭で
ごみ減量の取り組みをしていただき、どの位ごみが減るのかなどの実態を把握するため、ご
み減量モニターを募集しています。 
【募集人員】30名(定員になり次第締め切ります) 
【参加資格】環境やごみの事には関心があるが、スーパーなどでレジ袋をもらってしまう方(マ

イバックを持っていない)、生ごみの堆肥化に取り組んだことがない方。 
【期　　間】約1ヶ月間 
【内　　容】町で支給する「ごみ減量グッズ」を使い、その効果についてのアンケートに答え

ていただく。 
【応募方法】電話または有線で下記までご連絡ください。 
【問】丸子町役場生活課環境係　�42-1054　有線2-4490

刑務所作業製品展示即売会のお知らせ 

【開 催 日 時】平成16年3月13日（土）、14日（日）の2日間 
　　　　　　 午前9時～午後4時（14日は午後3時まで） 
【場　　　所】上田創造館（上田原1640　�0268-23-1111） 
【展示販売品】全国の刑務所から集めた作業製品、家具等木工製品、日用品、縫製品、革

製品、陶器、漆器、伝統工芸品、金属製品（ほかにパネル展示等あり）  
【問】長野刑務所企画部門（作業）　�026-245-0900　FAX026-248-0985

3月は 国土緑化運動強化月間 
  
  3日 ひな祭り　耳の日 
  7日 消防記念日 
20日 春分の日 
23日 世界気象デー 

上田地域広域連合非常勤職員（介護認定調査員）募集について 

　上小地域では、介護保険のうちの認定調査と審査判定を、上田地域広域連合で共同で
行っています。 
　この度、介護サービスを利用するために申請されたお宅に訪問して、心身の状態などにつ
いて聞き取り調査を行う介護認定調査員を次により募集します。訪問調査は要介護認定等
の審査・判定が適正に行われるよう、全国共通の調査票に基づいて、身体の状況や痴呆の
有無などの調査を行うものです。 
【応募資格】次の要件を満たしている方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　＊正看護師の資格を有する方 
　　　　　＊普通自動車第１種免許を有する方 
　　　　　＊昭和30年1月1日以降に生まれた方 
【採用人員】2名（介護認定調査員 ） 
【採用条件】上田地域広域連合非常勤職員として採用し、給与については、上田地域広域

連合の関係条例等の規定に基づき支給する。 
【採用予定時期】平成16年4月　 
【応募書類】＊履歴書 

＊看護師免許の写し（原本証明必要なし） 
【選考方法】書類選考及び面接　　　 
【応募期間】平成16年3月1日（月）から平成16年3月31日（水）まで 
 　詳細については下記までお問い合わせください。 
【問】上田地域広域連合事務局 介護保険課　�0268-23-0297　FAX0268-26-8980

多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い  3月24日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�場　所：保健センター 
 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
13：30～15：30

3月 3日（水） 
3月24日（水） 

ふれあいステーション3階
ふれあいステーション3階 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 

第1・第3月曜日 
3月 1日（月） 
3月15日（月） 

19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
3月の内容［ 住民異動の届出について ］ 

『丸子町行政情報番組』 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健康係　�42-1117　有線2-4483　　福祉係　�42-1118　有線2-4474　　介護係　�42-0015　有線2-7652

から町の施設は　　　　　　に 4月 4月 4月 
　4月1日から、住民の健康の保持と増進のため、町役場庁舎をはじめ、

町が管理する公共施設（建物内）を全面禁煙にします。 

　近年、他人のたばこの煙を吸い込むことで健康被害がでる「受動喫煙」

が問題視されています。役場庁舎は平成9年度から分煙の取り組みを実

施してきましたが、昨年5月に施行された「健康増進法」で、施設管理

者は受動喫煙の防止策を取るよう求められており、これを受けて町の

公共施設を全面禁煙とするものです。 

　町民皆様のご理解とご協力をお願いします。 

お問い合わせは、各施設へ。 

実施日 時　間 場　所 
3月25日（木） 13：30～15：30 ふれあいステーション3階 

介護者の会（介護係） 
�内　容：介護者同士の情報交換の場 

実施日 対　象　者 場　所 
3月4日（木） 平成15年2月・3月生 保健センター 

おたんじょう相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

全面禁煙 全面禁煙 全面禁煙 
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続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
し
、

開
栓
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
水
道

が
使
え
ま
せ
ん
（
故
意
に
無
断
開
栓

し
て
使
用
し
た
場
合
、
刑
罰
の
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。 

閉
栓
届 

＋ 

閉
栓
日
時
の
指
定 

＋ 

閉
栓

時
ま
で
の
水
道
料
清
算
の
打
ち
合
わ
せ 

閉  栓 

開
栓
届 

＋ 

開
栓
日
時
の
打
ち
合
わ

せ 

＋ 

口
座
振
替
手
続
き 

開  栓 

　郵便等による不在者投票、町外での不在者投票、在外投票については、手続きに一定期間を要しますので、あらかじめ丸子町選

挙管理委員会までご相談下さい。　 

お問い合わせは……丸子町役場総務課内　丸子町選挙管理委員会　�42-3100（内線318）　有線2-4872

●いろいろな投票方法 
　選挙は「投票日当日に投票所で」投票するの
が原則ですが、より多くの人が投票できるよう、
いろいろな投票方法があります。 

町民のみなさんに、 
選挙についてもっとよく 

知っていただくため、今月から 
毎月連載します。どうぞよろしく 

お願いします！ 

●「期日前投票」 
　平成15年12月から、不在者投票用の封筒を使わずに投
票できる「期日前投票制度」が創設されました。 
　告示日（公示日）の翌日から投票日の前日までの間に行う
ことができます。投票できる方は従来の不在者投票と同じで、
投票日当日、仕事や冠婚葬祭等の用事、旅行、レジャー等の
予定がある方や、病気などで歩くのが困難な方などです。 

●病院に入院中の方、老人ホームなどに入所中の方のための
「指定施設における不在者投票」 
　入院・入所している病院や老人ホームなどが、都道府県選
挙管理委員会の指定を受けている施設であれば、その施設で
不在者投票を行う事ができます。 
[丸子町内の指定施設] 
鹿教湯病院　鹿教湯病院分院　鹿教湯三才山病院　丸子中央
総合病院　ケアまるこ　滝沢病院　しおがわ敬老園 

●歩くのが困難な方などのための「郵便等による不在者投票」 
　身体障害者手帳や戦傷病者手帳に記載された障害の程度が
一定以上の方、要介護状態区分5の方、または手帳は交付さ
れていなかったり要介護認定を受けていないがそれと同程度
と認められる方は、「郵便等投票証明書」を持ち、自宅で投
票し郵送するという方法で、不在者投票を行う事ができます。 

●丸子町の選挙人名簿に登録されているが、町外で投票し
たい方のための「不在者投票」 
　丸子町に住民票があり、丸子町の選挙人名簿に登録され
ている場合は、転勤や通学等のために町外にいても不在者
投票を行うことができます。 

●海外にお住まいの方のための「在外投票」 
　国政選挙の比例代表選挙は、海外にいても投票できます。 

選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 1

「まるこ国際交流フェスティバル２００３」から 

人 権 ひ ろ ば 人 権 ひ ろ ば 
 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を 

　
　
　  

　
　
　
　
め
ざ
す
総
合
計
画
」に
つ
い
て
� 

「
部
落
差
別
撤
廃
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あ
ら
ゆ
る
差
別
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な
く
す
こ
と
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す
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画
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て
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異文化や違いを理解し  共生のこころを育てよう（外国人の人権問題） 
　
国
籍
や
人
種
の
違
い
を
越
え
て
、
お
互
い
の

文
化
や
価
値
観
を
尊
重
す
る
意
識
の
醸
成
は
国

際
社
会
全
体
の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

に
在
住
す
る
外
国
人
は
、
特
別
な
歴
史
的
経
緯

を
持
つ
韓
国
・
朝
鮮
の
人
々
や
、
近
年
急
増
し

た
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
抱
え
る
問
題
も
多
様

化
し
て
お
り
ま
す
。
言
葉
、
生
活
習
慣
、
賃
金

や
保
険
、
年
金
問
題
、
医
療
や
教
育
面
で
の
不

整
備
、
住
宅
問
題
な
ど
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

　
丸
子
町
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
韓
国
、
タ

イ
、
ペ
ル
ー
な
ど
17
カ
国
か
ら
七
百
人
余
の
外

国
人
が
町
民
と
し
て
居
住
し
て
お
り
、
職
場
、

学
校
、
地
域
社
会
な
ど
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
当
然
、
言
葉
・
慣
習
の
問
題
な
ど
で

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
丸
子
町
と
し
て
は
、

在
住
す
る
外
国
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
異

文
化
を
学
び
あ
い
、
お
互
い
を
思
い
や
る
国
際

感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
、
「
ま
る
こ
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
日
本
語
教
室

を
開
催
し
て
心
の
ケ
ア
等
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。 

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
外
国
の
文
化
や

生
活
に
つ
い
て
の
学
習
、
外
国
籍
児
童
・
生

徒
の
理
解
、
交
流
な
ど
に
よ
り
、
児
童
・
生

徒
が
国
際
的
視
野
を
持
ち
、
異
な
る
文
化
や

生
活
習
慣
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
心
や
態

度
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
広
め
、
深
め
て

い
き
な
が
ら
、
異
文
化
や
違
い
を
正
し
く
認

識
し
尊
重
し
て
、
多
様
性
を
認
め
合
う｢

共

生
の
こ
こ
ろ｣

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
課
題

で
す
。 

第
18
回 

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中
！！
 

　
恒
例
の
「
み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」

を
現
在
開
催
中
で
す
。
第
１
講
座
は
2
月

19
日
に
開
催
さ
れ
、
濱
宮
郷
詞
さ
ん
か
ら

「
困
難
を
乗
り
越
え
強
く
生
き
る
」
と
い

う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
第
２
講
座
は
2

月
27
日
、
鷲
沢
一
彦
さ
ん
の
「
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
」
と
い
う
お
話
。 

　
３
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
大

勢
の
皆
さ
ん
の
聴
講
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  【
日
程
】 

■
第
３
講
座 

　
３
月
３
日
（
水
）
午
後
６
時
〜 

 

　「
同
和
問
題
の
現
況
と
今
後
の
課
題
」 

 

　
　
　
近
畿
大
学
教
授
　
北
口 

末
広
さ
ん 

  ■
第
４
講
座 

　
３
月
12
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
〜 

　「
大
阪
出
身
コ
リ
ア
ン
２
世
が
語
る 

　
　
〈
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
〉
な
る
も
の
」 

　
　
　
信
州
大
学
教
授
　
金
　 

早
雪
さ
ん 

  【
会
場
】 

　
い
ず
れ
も
丸
子
町
文
化
会
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル 

育てよう一人ひとりの人権意識　思いあう心が築く新世紀 受講 

無料 

は
ま
み
や
さ
と 

し 

わ
し
ざ
わ
か
ず
ひ
こ 

き
た
ぐ
ち 

す
え
ひ
ろ 

き
む
　    

ち
ょ
そ
る 

明るい選挙推進キャラクター 
めいすいくん 
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3月、4月は異動の時期です 
～住民異動の手続きを～ 

年度末は、就職・転勤・就学などで住所の異動が多い時期です。住民異動は次の点に注意して届け出を済ませて
ください。 

【問】丸子町役場  生活課  町民係　�42-1052　有線2-4501

■丸子町から転出する方 
　丸子町役場から「転出証明書（※）」の交付を受け、
新住所地へ移った日から14日以内に、新住所地の市区
町村役場へ「転入届」を提出してください。 

※転出証明書の内容（予定日・転入先住所など）に変更があっ
た場合でも、転入する市区町村役場にそのまま提出してくだ
さい。また転出を取り消す場合は、速やかに転出証明書を持っ
て丸子町役場で手続きをしてください。 

■丸子町へ転入する方 
　前住所地の市区町村役場発行の転出証明書と印鑑を持参し、丸子町役場で転入の手続きをしてください。 

○印鑑登録者 
 
○国民健康保険の加入者 
○老人医療保険の加入者 
○介護保険被保険者 
○福祉医療受給者 
○町県民税、固定資産税、 
　国民健康保険税の納税者 
○軽自動車、バイクの所有者 

○上・下水道を使用していた方 

届け出日以降、印鑑証明書の交付はできません
ので、印鑑登録証（町民カード）をお返しください。 
 
転出（予定）年月日をもって資格がなくなります
ので、保険証または受給者証をお返しください。 
 
 
税務課（�42-1028）へご相談ください。 
 
水道課（�42-1025）、下水道課（�42-1055）
で手続きをしてください。 

手続きが必要な方 丸子町での手続き 

★固定資産税　4期（3月1日） 
★国保税　9期（3月1日）　10期（3月31日） 
★上下水道使用料　12・1月分（3月31日） 
★下水道受益者負担金　4期（3月1日） 
★介護保険料　6期（3月1日） 
 
 
 
★年金相談 
　3月25日（木）　10:00～12:00　13:00～15:00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
3月8日（月）  18日（木）  28日（日）　9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　3月19日（金）　9：30～12：00　�23－8609　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

3月の納税 

3月の相談 

納税は便利は口座振替を 

図書館だより 第
四
十
回 

川
柳
の
部    

臣
川 

南
月 

選 
《
秀
逸
》 
還
ら
な
い
日
々
陽
炎
の
よ
う
に
揺
れ 

上
田
市 

竹
内
　
健
美 

 
爺
婆
の
愚
痴
を
引
き
継
ぐ
福
だ
る
ま 

上
田
市 

白
倉
　
忠
雄 

 

曽
孫
の
成
長
程
に
老
い
て
ゆ
き 

西
　
内 

斎
藤
わ
い
ち
ろ
う 

  

頬
被
り
老
の
笑
顔
に
あ
る
う
れ
い 

御
嶽
堂 

酒
井
　
春
江 

  

�東内・西内コース 
　3/2（火）  3/16（火）  3/30（火） 

�腰越・依田コース 
　3/4（木）　3/18（木）　4/1（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　3/9（火）　3/23（火）　4/6（火） 

�塩川・藤原田コース 
　3/11（木）  3/25（木）  4/8（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　3/10（水）   3/24（水）  4/7（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　3/3（水）　3/17（水）　3/31（水） 

～～～ 

今月の一冊 

「御柱祭」ガイドブック 

発行／信濃毎日新聞社 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
誰か 宮部みゆき 実業之日本社 
コールガール　上・下 森村　誠一 幻 　冬　舎 
後巷説百物語 京極　夏彦 角  川  書  店 
まともな人 養老　孟司 中央公論新社 
引っ越しハンドブック　改訂版 PHP研究所 P H P研究所 
飛びすぎる教室 清水　義範 講　談　社 
江戸まぼろし草子 海野　　弘 河出書房新社 
図書館の神様 瀬尾まいこ マガジンハウス   

あおぞら号 
奇跡 岡本　敏子 集　英　社 
みみずくの夜メール 五木　寛之 朝 日 新 聞 社 
わたし革命 有森　裕子 岩  波  書  店 
忌中 車谷　長吉 文  芸  春  秋 
鏡よ、鏡 赤川　次郎 角川春樹事務所 
夜盗 なかにし  礼 新 　潮　社 
異国の狐 東郷　　隆 光　文　社 
老いること暮らすこと 平岩　弓枝 講　談　社 

金子図書館�42－2414 
有線2－4602 

　休館/月曜・祝日・月末日 

※今月のおはなし会は3月13日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができます。 
　アドレスは、http://www.echol.gr.jp

第41回 丸子町詩歌祭入選作品展 

丸子北中学校合唱発表会 

期　日◆2/27（金）～3/7（日） 
　　　　※3/1（月）は文化会館休館日 

場　所◆丸子町文化会館　ロビー 

◆表彰式と作品研究会 
　3月7日(日)　午後1時30分 ～ 

　丸子町文化会館　大会議室ほか 

期　日◆3/6（土） 
開　演◆午後1:30 

場　所◆信州国際音楽村　ホールこだま 

　　　　入場無料 
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1月 
届出分 
（敬称略） 

和
　
方
　
み
き
よ 

82
　
穴
　
沢 

中
　
村
　
三
　
八 

81
　
霊
泉
寺 

林
　
　
　
里
　
子 

76
　
虚
空
蔵 

中
　
村
　
研
　
三 

55
　
荻
　
窪 

窪
　
田
　
谷
　
子 

80
　
和
　
子 

深
　
井
　
治
　
義 

91
　
辰
ノ
口 

眞
　
壁
　
袈
裟
雄 

100
　
辰
ノ
口 

長
　
張
　
久
　
一 

87
　
腰
　
越 

下
　
村
　
貞
　
吉 

73
　
腰
　
越 

大
　
島
　
福
　
治 

88
　
腰
　
越 

小
　
林
　
　
　
英 

80
　
三
反
田 

清
　
水
　
盛
　
子 

83
　
三
反
田 

近
　
松
　
清
　
子 

79
　
沢
　
田 

長
　
張
　
友
　
子 

100
　
沢
　
田 

小
　
林
　
建
　
樹 

98
　
八
日
町 

中
　
山
　
一
　
四 

90
　
中
丸
子 

小
　
池
　
考
　
一 

61
　
中
丸
子 

成
　
澤
　
房
　
枝 

83
　
中
丸
子 

杉
　
　
　
要
　
祐 

86
　
上
　
組 

堀
之
内
　
モ
ト
ヱ 

79
　
依
田
茂
沢 

中
　
村
　
綱
　
吉 
80
　
尾
野
山 

下
　
村
　
治
　
子 

83
　
尾
野
山 

小
田
切
　
光
　
顕 

87
　
尾
野
山 

春
　
原
　
住
　
江 

74
　
西
　
組 

藤
　
森
　
愼
一
郎 

81
　
坂
　
井 

笹
　
沢
　
繁
　
壽 

85
　
坂
　
井 

問 丸子北中学校（音楽科　成澤） 
�0268-42-2445

問 丸子町公民館（丸子町文化会館内） 
�0268-42-3147　有線2-4722

丸子町童謡唱歌を歌う会 

第4子供劇団 
春休み第９回公演 

期　日◆ 3/28（日） 
開　演◆午後1:00 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 

　　　　入場無料 

期　日◆ 3/7（日） 
開　演◆午後1:00 
場　所◆丸子町文化会館　小ホール 

　　　　入場無料 

問 丸子町文化会館 
�0268-42-0001　有線2-4701

問 丸子町文化会館 
�0268-42-0001　有線2-4701

丸子北中の選択音楽受講生17名によるミュージックコンサート 


	04030120
	04030204
	04030505
	04030607
	04030809
	04031011
	04031213
	04031415
	04031617
	04031819

